
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

中1-3 情報活用能力 生成AIと私たち「3：生成AIの活用とモラル」 オクリンクプラス

生成AIを使う時の留意点（バイアス、ファクトチェック、著作権、モラル）を知ろう

準備：

・共有コードを使用してカードを取得する。
・全体共有用のみんなのボード「はじめに」を1つ用意する。 班のボードを班の数だけ用意する。
・準備したカードのうち、「はじめに」と「子供用資料」を子供たちのマイボードに送信する。「班で考えよう」は、
班ごとのボードにそれぞれ送信しておく。

授業の流れ：

1. 生成AIが出力した結果をどう扱うかについて、良くないと思う使い方をカード「はじめに」に入力し、み
んなのボード「はじめに」に各自送信し共有する。

2. 先生は「先生用資料」を提示しながら説明をする。子供はマイボードの「子供用資料」を確認しなが
ら説明を聞く。「子供用資料」の中にあるワーク①～ワーク④については、子供たちが班で話し合う。
その後、先生が「先生用資料」を使って解説や補足する

3. みんなのボード「はじめに」に集まったカードの中から班ごとに“なぜ良くない使い方なのかしっかり考えた
い”と思ったカードを1つ選んで（先生がカードを指定してもよい）班のボードに送る。班のメンバーで
「なぜ良くないか、どのようなことに注意して使えば良いか」について本時に受けた説明をふまえて話し
合い、カード「班で考えよう」に入力する。

4. 全体で、班のボードにまとめられたカード「班で考えよう」を共有する。

• 漠然とした「生成AIの良くない使い方だと思うこと」を生成AIの留意点を知った上で、改め
てなぜ「良くない」のかを根拠を持って考え、どのように使えば良いかを自分たちで考えます。

• 「1：生成AIを知る」、「2：生成AIの仕組み」、の事例の学習後の実施がおすすめです。 pb01KW0ZTBTGNHNH077NW67XRKRW

ICTサポータの活用事例

共有コード

共有コードを入力、または
カメラを起動して
二次元コードを読み込む

授業
内容

サポータ
おすすめ
ポイント

二次元コード

子供用資料より

説明されたことをもとに、班で話し合った例

先生用資料では、ワーク①②③④について
補足カードが追加されています
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授業の準備

みんなのボード「はじめに」と、班の数だけボードを用意します

班のボードに送るカード

子供たちのマイボードに送るカード

※みんなに→みんなのボード→
班のボードにチェックをして「ここに送る」

「はじめに」 「子供用資料」 表紙＋14枚

「班で考えよう」
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活動イメージ

３．「班で考えよう」のカードを使った活動

１．「はじめに」のカードを使った活動

班で選んだカードの内容について、なぜ良く
ないか、どのようなことに注意して使えば良
いかを、本時に受けた説明をふまえて班で
話し合い、「班で考えよう」のカードに入力す
る

各班で「はじめに」のみんなのボードにある
カードから、“なぜ良くないか、しっかり考え
たい”内容のカードを班のみんなのボードに
１枚送る
※先生がカードを指定してもよい

生成AIが出力した結果の使い方について、
良くない使い方だと思うことについて入力して、
「はじめに」のみんなのボードに送る

２．「子供用資料」を使った活動

ワーク① ハルシネーション・ファクトチェック

ワーク③ 著作権

ワーク② バイアス

ワーク④ モラル

まとめ

「ワーク」は資
料をみながら子
供たちが班で話
し合う

「まとめ」の資料は
先生が解説しながら
確認していく
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提示資料（1/3）

提示資料は、オクリンクプラス上でお使いください。ダウンロード機能や印刷機能を使った出力はご遠慮ください。

ハルシネーション 先生用資料（補足）

ファクトチェック

ワーク① ハルシネーション・ファクトチェック

ワーク①、②、③、④のカードについては、先生用資料には補足カードが追加されています。
補足カード以外は子供用資料と先生用資料は同じです。

イラスト出典：いらすとや https://www.irasutoya.com/



株式会社ベネッセコーポレーション

先生用資料（補足）

提示資料（2/3）

提示資料は、オクリンクプラス上でお使いください。ダウンロード機能や印刷機能を使った出力はご遠慮ください。

著作権

ワーク③ 著作権

イラスト出典：いらすとや https://www.irasutoya.com/

先生用資料（補足）バイアス

ワーク② バイアス
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提示資料（3/3）

提示資料は、オクリンクプラス上でお使いください。ダウンロード機能や印刷機能を使った出力はご遠慮ください。

ワーク④ モラル

まとめ

「利用環境の確認」「利用目的・イン
プット情報の確認」については、事例
「１：生成AIを知る」「２：生成AI
の仕組み」で詳しく扱っています。

生成AIの利用に際しては、これらの情
報活用能力についても身につけておく
ことが重要です。

AI利用の基本原則は「人間中心の
原則」です。

先生用資料（補足）
モラル
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みんなのボードから選んだカードを班のボードに送る方法

①みんなのボード上で、送りたいカードを
「みんなに」にドラッグ＆ドロップします。

先生アカウント、子供アカウントいずれでも実施できます。
（授業設定でみんなのボードの機能制限をしている場合は、設定によっては子供アカウントでは実施できません）

②「みんなのボード」から送りたい班のボードを選び、「ここに送る」を
タップします。
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